
平成２７年度 第６回応用セラミックス研究所教授会議事要録（案） 

 

日  時  平成２７年１０月２２日(木) 午前１０時００分～午前１０時５０分 

場  所  応用セラミックス研究所 １階会議室 

出 席 者  若井所長，神谷，伊藤，原，真島，川路，大場，平松，谷山，鎌田，笹川，中村，篠原，吉敷，阿藤，

須崎の各教員 

定足数の確認   現在員２４名，公務欠席７名，定足基礎数１７名，定足数１２名，出席者１６名で成立 

            

配布資料 

 ○平成２７年度第５回応用セラミックス研究所教授会議事要録(案) 

 １．外国人客員教授の雇用期間変更について 

 ２．平成２７年度学術講演講師 

 ３．経理処理における支払遅延状況と意見 

 ４．ＱＳ World Universityランキング 

 ５．毒劇物持出持込申請のフロー図 

 ６．国立大学法人東京工業大学有期雇用職員就業規則等の制定等について 

 ７．平成２９年度東京工業大学概算要求スケジュール（案）について 

 ８．平成２７年度末書類提出期限について 

 ９．World University Rankings 2015-2016 

１０．国立大学法人東京工業大学組織運営規則（案） 

１１．東京工業大学における学外研究機関との連携協力制度に関する規則等の制定等について 

１２．シンボルマークデザイン（名刺） 

１３．人件費の適正な管理について（注意喚起） 

１４．平成２７年度第６回応用セラミックス研究所企画運営委員会議事要録（案） 

１５．平成２７年度第７回応セラ研安全衛生委員会・第７回応セラ研ブロック安全衛生委員会議事要録（案） 

１６．第１１４回応用セラミックス研究所共同利用・研究支援室会議議事要録（案） 

 

席上配付資料 

 １．材料融合システム部門助教選考結果報告 

 ２．「連携客員等にかかる経費」による外国人客員候補者の履歴・業績一覧 

 

議事要録の確認 

平成２７年度第５回応用セラミックス研究所教授会議事要録(案）を承認した。 

 

議  事 

○審議事項 

 １．材料融合システム部門助教の選考について 

    若井所長から，選考委員会より選考結果報告があった旨の説明の後，大場選考委員長から,席上配布資料１に

基づき，選考経過及び結果の報告があり，審議の結果これを承認した。なお，若井所長から，教授会での承認

をうけ，所長から学長に報告し，学長が採用の可否を決定することになる旨，補足説明があった。 

 

 ２．「連携客員等にかかる経費」による外国人客員教員の選考について 

    若井所長から，席上配布資料２に基づき，「連携客員等にかかる経費」による外国人客員教授１名について 

   説明があり，審議の結果，これを承認した。なお，教授会での承認を受け，所長から学長に報告し，学長が採

用の可否を決定することになる旨，補足説明があった。 

  



３．外国人客員教授の雇用期間変更について 

    若井所長から，資料１に基づき，平成２７年５月の教授会で承認した外国人客員教授の雇用期間変更につい

て説明し，審議の結果，これを承認した。 

 

○報告事項 

  １．学術講演講師について 

    若井所長から，資料２に基づき，学術講演講師１０名について報告があった。 

 

○諸会議報告 
  若井所長から、諸会議報告については所内のホームページに掲載しており、事前に確認していると思うので、 
質問があればこの場で受ける旨の発言があり、以下の事項について報告があった。      

 

１．部局長等会議（９／１８，１０／２） 

  １）経理処理に対する監事からの意見 

    ・資料３に基づき，請求書受理から４１日以上経過しているものが見受けられるので，あらためて研究室

内において確認を行うよう，注意喚起があった。 

  ２）ＱＳランキングの結果について 

    ・資料４に基づき，東工大の順位について説明があった後，原教授から，順位が変動した理由について概

要説明があった。 

  ３）毒劇物の学外等への持ち出し持ち込みについて 

    ・資料５に基づき，毒劇物の持ち出し持ち込みが原則禁止となり，必要がある場合は申請のうえ，許可を

得る必要がある旨，説明があった。なお，大岡山への持ち込みについても同様に，手続きが必要である

旨，補足説明があった。 

  ４）国立大学法人東京工業大学有期雇用職員就業規則等の制定等について 

    ・資料６に基づき，現在雇用されている非常勤職員を全て有期雇用職員として整理し，職種の種類等改正

された事項について概要説明があった。 

  ５）平成２９年度概算要求スケジュールについて 

    ・資料７に基づき，概要説明があった。 

  ６）平成２７年度末書類提出期限について 

    ・資料８に基づき，平成２７年度は第２期中期目標期間の最終年度であるため，例年より３週間，書類の 

提出期限が早まっているので，早期の予算執行について協力依頼があった。 

  ７）ＴＨＥランキング結果について 

    ・資料９に基づき，東工大の順位について説明があった後，原教授から，順位が変動した理由について概

要説明があった。 

  ８）電子ブック／電子ジャーナルのトライアルについて 

    ・図書館で期間限定でトライアルを行っている旨，説明があった。 

 

 ２．教育研究評議会（１０／２） 

   １）国立大学法人東京工業大学組織運営規則の制定について 

     ・資料１０に基づき，科学技術創成研究院におけるフロンティア材料研究所の位置づけ等について概要説

明があった。 

   ２）東京工業大学における学外研究機関との連携協力制度に関する規則等の制定について 

     ・資料１１に基づき，有報酬の場合は「特任教員」，無報酬の場合は「特定教員」とすること等，主な改正

内容について概要説明があった。 

 

 



   ３）東京工業大学ロゴマークに関する内規，申合せの廃止及び国立大学法人東京工業大学シンボルマークに関 

する規則の制定について（資料１２） 

・資料１２に基づき，これまでのロゴマークは廃止し,つばめマークに統一することになった旨，説明が  

あった。 

 

３．５部局長懇談会（１０／２） 

  １）平成２７年度ヘリウム関連経費執行状況について 

    ・装置の修理に４００万円かかったが，部局負担は無い旨，説明があった。 

  ２）人件費の適正な管理について（注意喚起） 

    ・資料１３に基づき，人件費の適正な管理について注意喚起があった。 

  ３）すずかけ門への指導員の配置について 

    ・すずかけ門入り口の斜め横断防止のため，指導員を配置した旨，説明があった。 

  ４）中学生職場体験（上級学校訪問）受入れについて 

    ・町田市の中学生職場体験（上級学校訪問）の受入れについて，若井研究室で受け入れることになった旨， 

説明があった。 

 

 ４．５研究所長懇談会（１０／２） 

    ・科学技術創成研究院について議論を行った旨，説明があった。 

 

５．企画運営委員会（１０／７）（資料１４） 

   ※議題及び他の報告内容と重複するため，特に報告事項なし。 

 

６．応用セラミックス研究所安全衛生委員会・応用セラミックス研究所ブロック安全衛生委員会（１０／１４） 

若井所長から，資料１５に基づき，以下の事項について説明報告があった。 

   １）長津田ハウスとすずかけ台キャンパス間のスクールバス運行について 

   ２）大学構内でのドローン飛行について 

     ・学内における今後の方針について検討中。 

   ３）平成２７年度すずかけ台地区防災訓練について 

     ・例年どおり１１月１１日（水）に実施。Ｒ３棟においては，防火扉を閉じて訓練を行う。 

   ４）平成２７年度第１四半期化学物質使用量－排出量差違集計について 

     ・大幅に差違のある研究室にはデータ確認を依頼しており，あらためて化学物質の適正管理について注

意喚起があった。 

   ５）高圧ガスボンベの在庫調査について 

   ６）ヒヤリハット報告について 

     ・今回のヒヤリハットの事例について概要説明があった。 

   

７．共同利用・研究支援室会議（１０／７） 

   若井所長から，資料１６に基づき，以下の事項について説明報告があった。 

   １）Ｒ３棟１階玄関ロビーの展示ケースについて 

     ・鎌田准教授から，年内を目処に，展示物及び説明文について依頼中である旨，説明があった。 



   ２）外国人客員教員及び「連携客員等にかかる経費」による外国人客員教員について 

     ・外国人客員教員については空き期間について，「連携客員等にかかる経費」による外国人客員教員に

ついては予算に余裕があるので，候補者がいる場合は応募していただきたいとの発言があった。 

   ３）共同利用研究追加申請について 

  ・機動的共同研究の申請が１件あり，採択した旨，説明があった。 

４）次年度の研究所ＨＰについて 

  ・研究所改革により次年度の組織が確定していないため，詳細が決まり次第,検討する。 

   ５）超高速衝突に伴う材料挙動とその診断技術に関する国際ワークショップについて 

     ・開催の概要報告があった。 

    

 

                                          以  上 


